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溶性モノマーの水中リビング重合を検討した。前駆体 (Cp*RuCl2)nと２等量の PG+を混  
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位子を用いて、水中で MAA と PEGMA の１：１ランダム共重合を行うと、すべての配
位子でリビング重合が進行し、特に P-PEG と (Cp*RuCl2)nを組みあせた触媒を用いるこ
とで、速やかにモノマーが消費され、よく制御された共重合体の合成に成功した。さ













される PEG 鎖を導入した P-PEG を配位子とすると、水酸基に対する耐性が向上し、
HEMA、PEGMA と疎水性モノマーとの４元ランダム共重合を達成した。  
 第６章では、Boc 基（ tert-ブトキシカルボニル基）で保護されたグアニジンとホスフ
ィンの２種の配位点を分子内に持つキレート配位子 PGBoc を臭化鉄と組み合わせた触
媒系により、機能性モノマーの重合を検討している。本触媒系は PEGMA の単独重合
や PEGMA と HEMA との１：１ランダム共重合に高い活性を示し、従来の鉄触媒重合
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の制御重合を水中で検討したところ、前駆体 (Cp*RuCl2)nと P-PEG を組み合わせた
触媒が MAA と PEGMA の 1:1 共重合に高い活性を示し、MAA の単独重合や PEG
とのブロック共重合体の合成にも成功した。 
4. 一般に機能基に対する耐性が低く、とくに水酸基含有モノマーの重合が困難であ
った鉄触媒系において、配位子を設計することで触媒の活性と機能基耐性を向上
させ、水酸基含有モノマーHEMA の重合制御を実現した。 
以上、本論文は環境にやさしい水を溶媒とした高活性、高汎用性重合系の開発と、
安価で地球上に豊富に存在する鉄を触媒として用いた機能性モノマーのリビング重
合に関する研究をまとめたものであり、学術上、実際上寄与するところが少なくない。
よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成２
８年３月２８日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士
後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
 
 
